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国内で、そして海外へも！ さらに「就職に強い都市大」を目指して

プログラムを終えて
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「少人数専門教育と『攻めのインターンシップ』による就職支援」で
厳しい就職環境下、全国平均を上回る内定率を堅持！

内定率について

本学と全国平均との内定率の比較
（平成24年2月1日現在）

大学院全体 89.2％
学部全体 83.8％
全国平均※ 80.5％
※ 文部科学省・厚生労働省共同調査 平成24年2月1日発表
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少人数専門教育を実践して80余年
より“就職に強い”を目指す東京都市大学

　東京都市大学（旧 武蔵工業大学）は、昭和４（1929）年、“工業教育の理想”を掲げ

る学生たちが中心となって創設した、日本できわめて珍しい“学生の情熱”が生んだ大

学です。以来80年以上にわたり、専門性の高い少人数教育を実践し、社会のあらゆる

分野に優れた人材を輩出、日本経済の根幹を支え続けています。こうした卒業生の

活躍により、本学は長く“就職に強い”との定評をいただき、現下の厳しい就職環境に

おいても、内定率や求人数などの就職関連指標で、他を凌駕する実績を残しています。

　本学は、平成21（2009）年、都市生活学部と人間科学部の文系２学部を加えて

「東京都市大学」に大学名称を変更、現在は５学部16学科の都市型大学として、基盤

技術に加えて、21世紀社会の重点テーマである、エネルギー・環境・情報・都市・福祉

の５分野を網羅、その地位をさらに確固としています。そして新生都市大のスタートと

時を同じくして、本学が提案した「少人数専門教育と『攻めのインターンシップ』による

就職支援」が、文部科学省の平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」（学生支

援推進プログラム）に採択されました。ここで、３年間におよぶ同プログラムの内容と、

実施によって得られた成果などをご報告します。

インターンシップ成果発表会（平成23年11月）

プログラム全体概要

実施プログラム

平成21年度の学生支援推進プログラムに採択された「少人数専門
教育と『攻めのインターンシップ』による就職支援」は、東京都市大学が
昭和４年の創設以来80余年にわたって培ってきた少人数専門教育の実
績に、『攻めのインターンシップ』というキーコンセプトを加えることで、総
合大学としての学士力と就職力の向上とを目指すものです。
本プログラムの諸施策は、単に大学側が一方的に学生に提供するも
のではありません。教職員、学生、そして卒業生までもが一体となった
取り組みであることに、その特色があります。本学がこれまで営 と々積
み重ねてきた少人数専門教育の豊かな実りであり、かつ本学の誇りで
あるところの優れた卒業生たちと密な連携を取りながら、教職員が新た
な就業体験先（インターンシップ受入企業）を開拓、学生たちが自ら選

んで就業体験を行う、『攻めのインターンシップ』は、まさしく全学一体
を象徴する施策といえるでしょう。
これと同時に本プログラムでは、オリジナリティ溢れる『キャリアデザ
イン講座』を開講、講師の育成も含めてその充実を図ってまいりまし
た。さらに、こうした施策の実効性を高めるため、学生に対するカウンセ
リング機能も強化。就職担当職員によるキャリアカウンセラー資格取得
の推進や、カウンセリングのバックグラウンドデータとなる『学生支援
シートシステム』のブラッシュアップ、未内定学生や既卒者のフォロー
アップなども進めてまいりました。
こうして醸成された社会人基礎力と就業力の向上により、持続可能
な社会の発展に寄与することが、本プログラムの目的です。

本プログラムは、平成21年度から
平成23年度までの3年間、4つを柱に、
学生のキャリア支援を実践。

東京都市大学による学生支援推進プログラム、
「少人数専門教育と『攻めのインターンシップ』による就職支援」

① 卒業生が活躍する企業、教員の研究関連企業、本学が関連する東急グループなどの
 各社からインターンシップ先を開拓し、学生に就業体験の機会を提供する。
② 独自のキャリアデザイン講座を開講することにより、卒業研究と就職に関わる
 モチベーションを高める。
③ 職員のキャリアカウンセラー資格の取得により支援の高度化を図る。
④ その他、学生支援シートシステムなどを構築し、サポート体制を向上させる。

［具体的な実施内容］

●企業用「リーフレット」や学生向け
「ガイドブック」を制作。
●都市大ホームページ内に、インターンシップ
受入先企業を検索できる「インターンシップ
求人検索システム」を構築。
●「企業訪問」を行いインターンシップの
受入を要請。  など

●３年次生を対象に後期選択科目
「キャリアデザイン（２）」を実施。
●次年度に向け、講師の養成に着手。

●就職担当職員が「キャリアカウンセラー」
資格取得に向け講座を受講。3名が資格を取得。

●『学生支援シートシステム』のキャリア関連
機能を設計・開発。

●「リーフレット」を利用して企業訪問などを
拡大。

●「ガイドブック」などを利用して学生向け
ガイダンスを実施。
●「インターンシップ成果発表会」を開催。
前年度約30社だったインターンシップ
受入先企業が約100社に！

●２年次生を対象に必修科目
「キャリア開発（１）」を開講。
●３年次生を対象に選択科目
「キャリアデザイン（２）」を開講。

●キャリアカウンセラー資格をさらに１名が
取得。常駐の相談員を４月から配置し、
600件の相談件数を記録。

●『学生支援シートシステム』を改善、
就職関連情報が効率的に収集可能に。

●「未内定者への対策」として、既卒者を含む
学内説明会を実施。
既卒者向けの求人情報提供も開始。

●インターンシップ受入企業の開拓を継続。
受入先企業が約200社に！

●海外でのインターンシップを実施。
●昨年度同様の成果発表会に加え、
海外インターンシップ成果発表会も開催。

●３年次生を対象にした「キャリアデザイン（２）」を
必修科目「キャリア開発（２）」として開講。

●１名がキャリアカウンセラー資格を取得、
計5名に増員。

●外部相談員も拡充し、
より手厚いカウンセリング体制を確立。

●全学的に『学生支援シートシステム』による
キャリア進路指導を実現。
●未内定者及び既卒者向けの
学内企業説明会を実施。

インターン
シップの拡充

キャリアデザイン
講座の充実

カウンセリング
機能の強化

その他の取り組み

平成21年度
平成22年度

平成23年度
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本プログラムは、その取組名称にもあるように、『攻めのインターンシップ』を特色としています。卒業生が活躍す

る企業や、本学が関係する東急グループ各社などに学生を受け入れていただきながら、海外での就業体験実習

も実施。インターンシップ終了後は、成果発表会を開催するなどの施策を行っています。

　インターンシップ受入先の拡充を推進する活動を、平成21年度の９月から本格的に開始。教職員のネットワー

クも生かしながら、候補となる企業のリストを作成し、精力的に企業訪問を繰り返しました。その際、協力依頼をス

ムースに進めるため、受入企業向けの「リーフレット」を制作。この結果、平成21年度に約30社だったインターン

シップ受入先は、翌22年度に3倍のおよそ100社、23年度には200社近くにまで増加しています。

「リーフレット」などを用いた受入企業開拓

　自身の将来を模索する学生たちが、インターンシップ実習に参加しやすいよう、大学ホームページの「求人検

索システム」内に、インターンシップ受入企業を検索できるシステムを追加しました。ここでは職種ごとに受入企業

名を表示しているので、学生が自分の希望に合致する会社を、簡単に見つけ出すことができます。平成21年度に

導入し、以降、より分かりやすいシステムへとブラッシュアップを図りながら、毎年、保守・運営を継続しています。

「インターンシップ受入企業検索システム」の開発

　インターンシップを紹介する学生向けの小冊子（ガイドブック）を制作。就業体験の仕組みや種類、応募方法、

心構え、マナーなどに加え、実際に就業体験を行った先輩の声も収録し、インターンシップをより身近に感じられる

内容としています。また、４月～６月の間に実施するインターンシップガイダンスでは、このガイドブックやDVDなど

を使って、応募から就業体験が円滑に進むよう詳細なレクチャーが行われます。

就業体験を円滑に進める「ガイダンス」

　ガイダンスの後、６月に企業への必要書類提出、その後、さまざまな事務手続きなどを経て、７～９月の夏期休

業期間中に、いよいよ実際のインターンシップ実習が行われます。本学では、2週間未満の短期インターンシップ

と、2週間以上の単位認定型長期インターンシップの２種類に分類しています。いずれも多様な職種から選択する

ことができ、学生が自身の未来像をきちんと把握するための一助となっています。

多様な職種から選べる「インターンシップ」

　平成22年度からは、インターンシップの参加学生による『インターンシップ成果発表会』を行っています。企業

での研修内容やそこで感じ、学んだ体験、成果を発表することで、学生のプレゼンテーション能力の向上を図り、

同時に、次年度以降参加を希望する学生に情報提供することが目的です。この発表会には、東急グループを中

心とするインターンシップ受入先企業や、今後受入が期待できる企業の人事担当者もご招待。良好な関係を構

築することで、参加学生の就職活動にもつなげていけるよう腐心しています。平成23年度は、併せて「海外イン

ターンシップ成果発表会」も開催。23年度に本学が初めて行った海外での就業体験についてのプレゼンテーショ

ンで、東京急行電鉄（株）のオーストラリアでの都市開発や、オランダ・フィリップス中央研究所での海外インター

ンシップに参加した学生から、貴重な外国でのプログラムの模様が報告されました。

受入先企業も参加する「成果発表会」を開催

インターンシップ 体験レポート

開発現場の実態を知ることができ、志望分野がより明確になってきました
自動車の安全性に興味があり、大学のポータルサイト（イ

ンターンシップ受入企業検索システム）でインターンシッ

プ先を探したところ、「エアバックの試作」という実施内

容が目に留まり、参加することにしました。ミシンを使って

のエアバックの試作や、評価実験の見学などを体験しま

したが、何より面白かったのは製品を分解して研究する

“ベンチマーク”で、新旧のエアバックを比較研究し、発表

しました。ものづくりの醍醐味や開発方法を知ることがで

きたと同時に、安全部品を製作する技術者の責任の重さ

も実感。自動車部品メーカーへの興味が一層深まり、就

職活動への道筋が見えてきたので、参加して本当に良

かったです。

テーマ ： ものづくりの醍醐味、人の命を守る責任　　実施時期 ： 平成23年8月27日～8月31日 オートリブ株式会社受け入れ先企業 :

テーマ ： Android携帯端末用のアプリケーション企画書の作成　　実施時期 ： 平成23年8月8日～8月19日 株式会社トータルオーエーシステムズ受け入れ先企業 :

グループワークを体験することで、コミュニケーション力の重要性を実感
SEの仕事内容やIT業界の動向を知りたくて参加しまし

た。初日は講義で、会社の仕組みや業界の動向を学び、2

日目から実習。5人1組となって、ビジネスに使えるスマー

トフォン用アプリケーションの企画書を作成しました。痛

感したのは、いかにコミュニケーション力が大切かという

点。チームで仕事をする場合は専門知識や技術があって

も、自分の考えを相手にうまく伝えられないと、能力を

100％発揮できないことが分かりました。またSEの仕事

は、プログラム作成より企画を考えることこそ重要だと再

認識。この体験により、仕事へのモチベーションが上が

り、公共システムなど大きなシステム開発に興味が向くよ

うになりました。
知識工学部 情報科学科
田津 祐介

工学部 機械工学科
古澤 望

テーマ ： 文教ソリューション拡販体験　　実施時期 ： 平成23年8月22日～9月8日 富士通株式会社受け入れ先企業 :

業務体験や提案・発表を行うなか、大学での学びが仕事に役立つと再確認
パソコンや携帯電話の印象が強い会社でありながら、

「文教ソリューション」という分野にどう取り組んでいる

のか、とても興味がありました。インターンシップでは大

学などの教育ソリューションビジネスの推進業務を経験。

会議への出席、議事録作成、システムを利用するお客様

訪問、出張への同伴などを行う一方、「富士通から東京

都市大学への提案」という新たなソリューションを考え、

プレゼンテーションを行いました。まさに「ソリューション

（問題解決）」の意味を体感した3週間といえます。また

大学で学んだことは、自分の考えの基礎になると同時

に、重要なコミュニケーションツールとして役立つのだ

と、再認識しました。
環境情報学部 情報メディア学科
鰐淵 久美

テーマ ： 海外の都市開発事業　　実施時期 ： 平成23年9月5日～9月16日東京急行電鉄株式会社受け入れ先企業 :

オーストラリアでの大規模開発を視察し、日本の地方開発の可能性を発見
東急電鉄は現在、西オーストラリアのヤンチャップで大規

模開発を進行中。その現場をインターンシップで視察で

きると知り、こんな貴重な機会を逃してなるものか、と、

参加を決めました。配属先は事業戦略室国際部。最初の

1週間は、渋谷の本社でヤンチャップ事業概要書の和訳・

要約を行い、その後、現場に移動。開発現場を視察し、事

業者に取材しました。林を切り開き、造成して住宅を建

て、街をつくる様子をみて、日本の地方にもまだまだ可能

性を感じ、その魅力を掘り起こしたいと思うようになりま

した。以前は首都圏での就職を考えていましたが、今は

海外での活動はもちろん、北海道や四国、九州も視野に

入れて検討中です。
都市生活学部 都市生活学科
鈴木 駿

テーマ ： 東急百貨店の仕事と人間科学部・児童学科とのつながり　　実施時期 ： 平成23年8月12日～8月24日 株式会社東急百貨店受け入れ先企業 :

接客は難しいと思い込んでいましたが、実際は楽しく、やりがいのある仕事でした
インターンシップの前半で企業の概要や販売知識、商品

流通、接客などを学び、後半に入ると実際に和洋酒・諸国

名産売場で2日間ずつ売場体験をしました。制服に“実習

生”という名札を付け、商品の品出し、売場清掃、伝票記

入、お客様への商品誘導、包装などを経験。当初、接客は

大変だと思っていましたが、チームで売場を運営すること

の楽しさや、お客様に喜ばれる充実を感じることができま

した。また前半の講義では、新入社員の方々と一緒にマ

ナー講習を受講。就職活動にきっと役立つと確信してい

ます。仕事に対して真剣に取り組む社員の方々の姿勢を

見て、気を引き締めてこれからの就職活動に臨もうと思

いました。

プログラムの内容 インターンシップの拡充

企業向けのリーフレット（写真左）と、
学生向けのガイドブック（写真右）を制作

インターンシップに関する情報をwebからも提供

毎回多くの学生が集まるガイダンス

「東急テクノシステム」でのインターンシップ。
グループのスケールメリットを最大限に生かしています

平成23年度に実施された本学初の試み、海外イン
ターンシップ。写真は、東急電鉄のオーストラリアでの
都市開発の説明

人間科学部 児童学科
野口 侑紀
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プログラムの内容

プログラムの内容プログラムの内容

キャリアデザイン講座は、学生一人ひとりが自己の個性を把握して、主体的に進路を選択する能

力・態度を醸成することを目的にスタートした授業です。２年次には、自分の将来像を見極め、そ

のために今何をすべきかを理解してもらい、３年次には本学キャリア支援センター（就職支援や

キャリアサポートを担当する部署）とのコラボレーションにより、実践的なキャリアを身につけます。

単に各業界の知識や、就職活動のスキルを提供するだけでなく、早期から将来の青写真を描く

ことにより「自分が何のために学ぶのか」という目的意識を持って学習に取り組めるようにカリ

キュラムを構築しています。教員が職員と協力しながらこの講座を自主運営することで、全ての

教職員が学生のキャリアアップに対するサポート意識を高めることも、その目的のひとつです。

本プログラムでは、厳しさを増す就職環境下で、就職支援体制をさらに充

実させるために、新たにキャリアカウンセラーなどの就職相談員を配置。

加えて、就職担当職員のキャリアカウンセラー資格取得を推し進め、職員

全体のモチベーションを高めながら、カウンセリング力を強固にします。

きめ細かい就職支援とキャリアサポートのバックグラウンドデータとして活用するため、学生の進路希望や、就職関連の情報を管
理する『学生支援シートシステム』のブラッシュアップを進めています。

２年次および３年次生に対して、平成23年度までに、それぞれ「キャリア開発（１）」と「キャリア開発（２）」を開講。

各年度の授業終了後、学生に５段階評価の授業改善アンケートを実施し、目標としていた評価点指標4.0以上を達成しました。

各年次のキャリアデザイン講座

　キャリアカウンセラーとは、学生の自己啓発を促し、そのキャリア意識を高めながら、企業との間

に入ってベストマッチングのお手伝いをする、いわばキャリア支援・就職サポートのプロフェッショ

ナル。都市大では、就職担当職員によるキャリアカウンセラー専門資格の取得を強力に推進して

おり、本プログラムを活用し、現在までに計5名の有資格者を育成しています。これはスタート時に

掲げた目標数（４名）を上回り、独自取得者を含めると、専任職員13名中8名が有資格者です。

　職員による確かな自助努力により、就職相談体制の充実が図られ、学生のキャリア形成実現に

向けたより積極的で的確なサポートが可能となっています。大学職員であることから、学生も安心

して相談に訪れることができ、担当者も愛情をもって学生に対応、マンパワー以上の効果をあげ

ています。もちろん外部からの有資格者も招聘しながら、教職員一丸となった、手厚い就職支援

体制を構築しています。

キャリアカウンセラーの有資格職員を育成

個別の就職関連情報に基づき適切な指導を実施

　『学生支援シートシステム』には、学生一人ひとりの学籍番号や氏名、連絡先、所属研究室、課外活動などの基礎的データに加えて、学習履歴や、進路

希望調査のデータが記載されています。就職したい企業、インターンシップを行った企業名などのほか、教員や職員、キャリアカウンセラーによる面談の記

録を残すこともでき、指導員が学生各人の就職に対する意識や、就職活動の状況を確認することも可能です。こうしたデータを、キャリア支援や指導に役

立てるべく、さらにシステムのブラッシュアップを図っています。また、このシステムとは別に、学生に対する就職に関連するアンケート調査なども行い、キャ

リア支援の一助としています。

きめ細かい指導のための『学生支援シートシステム』

内定時期のピークを過ぎても就職先の決まらない学生や、卒業後も就職活動に取り
組む既卒者を対象とした、学内企業説明会の開催や、就職関連情報の提供、相談
室の設置など、手厚い就職サポート体制を敷いています。

　就職先が決定しない未内定者に対して、本学では、12月に学内企業合同説明会を開催するな

ど、就職機会を提供しています。これにより、卒業間近に内定獲得にこぎ着ける学生が毎年おりま

す。また、既卒者支援に対しても積極的で、既卒者向けの相談室を用意、専用の就職データベース

も構築しています。

未内定者・既卒者へも手厚いサポート体制を確立

　平成21年度の受講学生へのアンケートで、「未受講者・後輩達へ受講を薦める」かの問い

に対し、「非常に薦めたい」「やや薦めたい」が全体の86%に上りました。23年度の「キャリア

開発（１）」（2年次後期）に対しても、「授業内容はよく理解できましたか」との問いに、５段階評

価で4.2、「授業内容は今後の勉学や社会生活に役立つと思いましたか」では4.4の高評価を

得ています。各年度ともアンケート総合点は、目標の4.0を超えています。

キャリアデザイン講座へのアセスメント

キャリアデザイン講座の充実 カウンセリング機能の強化

その他の取り組み

　２年次生向けのキャリアデザイン講座として、平成21年度の前期に開

講していた選択科目の「キャリアデザイン（１）」を、22年度、後期の必修

科目「キャリア開発（１）」へとバージョンアップ※1。本学教員と卒業生と

がタッグを組んで、体験的で実践的な講義を展開しました。23年度も引

き続き同様の内容で授業を行っています。

全員が大教室に集まる講義と、各クラスに分かれての形式とを併存。各クラスでの講義
では、社会が求めるコミュニケーション力を高めるため、グループディスカッションを多用
しています。大教室の講義でも、教員や卒業生、インターンシップの体験談など、実践的
な内容を重視。プレゼンテーション力を鍛える１分間スピーチで授業を締めくくります。

※2 必修科目としては知識工学部のみ。他学部は自主的に講義出席が可能です※1 必修科目としては知識工学部のみ。他学部は自主的に講義出席が可能です

2
年次生
後期課程

オリエンテーション
キャリア支援センターの紹介
就職活動の基本と対策
インターンシップの解説
企業、及び企業を取り巻く環境の理解（グループディスカッション）①
企業、及び企業を取り巻く環境の理解（グループディスカッション）②
企業研究（レポート作成と発表）①
企業研究（レポート作成と発表）②
エントリーシート、履歴書など
個別企業研究（学内の企業説明会の有効活用）
企業が求める人材とは
コミュニケーション能力
面接対策（1）
面接対策（2）
振り返り

●平成23年度 キャリア開発（2）の内容

　平成21年度、３年次後期に選択科目「キャリアデザイン（２）」を導入。

22年度には、就活の時期までに修了できるよう、その開講期間を６～1月

期に変更しました。23年度には、この科目を３年次必修の「キャリア開発

（２）」へとブラッシュアップ※2。2年次開講の「キャリア開発（１）」と比べ、

就職活動をより意識した内容となっています。

キャリア形成のための知識と技能を身につけて、就職活動へとスムースに移行できるよ
う、キャリア支援センター主催の行事への参加なども推めています。キャリア支援セン
ターの役割やインターンシップの紹介、業界・企業研究、履歴書やエントリーシートの書
き方、面接など就活に直結する内容も含まれます。

キャリア開発（１） 3
年次生
６～1月期

キャリア開発（２）

第 1 回
第 2 回
第 3 回
第 4 回
第 5 回
第 6 回
第 7 回
第 8 回
第 9 回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

キャリアデザインって何だろう？
自分について考えよう
あなたの強みは？
社会で活きる
社会が求める人材って？
コミュニケーションは社会のベース
業界について考える
業界調査発表と職種・資格について考える
職種調査発表と研究室紹介
社会と学問の関係は？
「学び」の意味を考えよう
私のキャリアデザインマップ
プレゼンテーション準備
1分間スピーチ
振り返り

第 1 回
第 2 回
第 3 回
第 4 回
第 5 回
第 6 回
第 7 回
第 8 回
第 9 回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

●平成22年度 キャリア開発（1）の内容

非常に薦めたい 41.8%

やや薦めたい 44.3%

どちらとも言えない 10.1%

あまり薦めたくない 3.8%

グループに分かれてディスカッションを行い、
コミュニケーション力も鍛えます

キャリアカウンセラーがきめ細かい指導を行います

未内定者の就職活動を支援するため、
12月に入っても企業説明会を実施

気軽に相談しやすいよう、オープン式のローカウンターで学生に対応します

Q.この講義の履修を未受講者や
　  後輩達に薦めたいですか？

キャリアデザイン（１）講義終了後のアンケート結果（平成21年度）
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キャリアデザイン講座は、学生一人ひとりが自己の個性を把握して、主体的に進路を選択する能

力・態度を醸成することを目的にスタートした授業です。２年次には、自分の将来像を見極め、そ

のために今何をすべきかを理解してもらい、３年次には本学キャリア支援センター（就職支援や

キャリアサポートを担当する部署）とのコラボレーションにより、実践的なキャリアを身につけます。

単に各業界の知識や、就職活動のスキルを提供するだけでなく、早期から将来の青写真を描く

ことにより「自分が何のために学ぶのか」という目的意識を持って学習に取り組めるようにカリ

キュラムを構築しています。教員が職員と協力しながらこの講座を自主運営することで、全ての

教職員が学生のキャリアアップに対するサポート意識を高めることも、その目的のひとつです。

本プログラムでは、厳しさを増す就職環境下で、就職支援体制をさらに充

実させるために、新たにキャリアカウンセラーなどの就職相談員を配置。

加えて、就職担当職員のキャリアカウンセラー資格取得を推し進め、職員

全体のモチベーションを高めながら、カウンセリング力を強固にします。

きめ細かい就職支援とキャリアサポートのバックグラウンドデータとして活用するため、学生の進路希望や、就職関連の情報を管
理する『学生支援シートシステム』のブラッシュアップを進めています。

２年次および３年次生に対して、平成23年度までに、それぞれ「キャリア開発（１）」と「キャリア開発（２）」を開講。

各年度の授業終了後、学生に５段階評価の授業改善アンケートを実施し、目標としていた評価点指標4.0以上を達成しました。

各年次のキャリアデザイン講座

　キャリアカウンセラーとは、学生の自己啓発を促し、そのキャリア意識を高めながら、企業との間

に入ってベストマッチングのお手伝いをする、いわばキャリア支援・就職サポートのプロフェッショ

ナル。都市大では、就職担当職員によるキャリアカウンセラー専門資格の取得を強力に推進して

おり、本プログラムを活用し、現在までに計5名の有資格者を育成しています。これはスタート時に

掲げた目標数（４名）を上回り、独自取得者を含めると、専任職員13名中8名が有資格者です。

　職員による確かな自助努力により、就職相談体制の充実が図られ、学生のキャリア形成実現に

向けたより積極的で的確なサポートが可能となっています。大学職員であることから、学生も安心

して相談に訪れることができ、担当者も愛情をもって学生に対応、マンパワー以上の効果をあげ

ています。もちろん外部からの有資格者も招聘しながら、教職員一丸となった、手厚い就職支援

体制を構築しています。

キャリアカウンセラーの有資格職員を育成

個別の就職関連情報に基づき適切な指導を実施

　『学生支援シートシステム』には、学生一人ひとりの学籍番号や氏名、連絡先、所属研究室、課外活動などの基礎的データに加えて、学習履歴や、進路

希望調査のデータが記載されています。就職したい企業、インターンシップを行った企業名などのほか、教員や職員、キャリアカウンセラーによる面談の記

録を残すこともでき、指導員が学生各人の就職に対する意識や、就職活動の状況を確認することも可能です。こうしたデータを、キャリア支援や指導に役

立てるべく、さらにシステムのブラッシュアップを図っています。また、このシステムとは別に、学生に対する就職に関連するアンケート調査なども行い、キャ

リア支援の一助としています。

きめ細かい指導のための『学生支援シートシステム』

内定時期のピークを過ぎても就職先の決まらない学生や、卒業後も就職活動に取り
組む既卒者を対象とした、学内企業説明会の開催や、就職関連情報の提供、相談
室の設置など、手厚い就職サポート体制を敷いています。

　就職先が決定しない未内定者に対して、本学では、12月に学内企業合同説明会を開催するな

ど、就職機会を提供しています。これにより、卒業間近に内定獲得にこぎ着ける学生が毎年おりま

す。また、既卒者支援に対しても積極的で、既卒者向けの相談室を用意、専用の就職データベース

も構築しています。

未内定者・既卒者へも手厚いサポート体制を確立

　平成21年度の受講学生へのアンケートで、「未受講者・後輩達へ受講を薦める」かの問い

に対し、「非常に薦めたい」「やや薦めたい」が全体の86%に上りました。23年度の「キャリア

開発（１）」（2年次後期）に対しても、「授業内容はよく理解できましたか」との問いに、５段階評

価で4.2、「授業内容は今後の勉学や社会生活に役立つと思いましたか」では4.4の高評価を

得ています。各年度ともアンケート総合点は、目標の4.0を超えています。

キャリアデザイン講座へのアセスメント

キャリアデザイン講座の充実 カウンセリング機能の強化

その他の取り組み

　２年次生向けのキャリアデザイン講座として、平成21年度の前期に開

講していた選択科目の「キャリアデザイン（１）」を、22年度、後期の必修

科目「キャリア開発（１）」へとバージョンアップ※1。本学教員と卒業生と

がタッグを組んで、体験的で実践的な講義を展開しました。23年度も引

き続き同様の内容で授業を行っています。

全員が大教室に集まる講義と、各クラスに分かれての形式とを併存。各クラスでの講義
では、社会が求めるコミュニケーション力を高めるため、グループディスカッションを多用
しています。大教室の講義でも、教員や卒業生、インターンシップの体験談など、実践的
な内容を重視。プレゼンテーション力を鍛える１分間スピーチで授業を締めくくります。

※2 必修科目としては知識工学部のみ。他学部は自主的に講義出席が可能です※1 必修科目としては知識工学部のみ。他学部は自主的に講義出席が可能です

2
年次生
後期課程

オリエンテーション
キャリア支援センターの紹介
就職活動の基本と対策
インターンシップの解説
企業、及び企業を取り巻く環境の理解（グループディスカッション）①
企業、及び企業を取り巻く環境の理解（グループディスカッション）②
企業研究（レポート作成と発表）①
企業研究（レポート作成と発表）②
エントリーシート、履歴書など
個別企業研究（学内の企業説明会の有効活用）
企業が求める人材とは
コミュニケーション能力
面接対策（1）
面接対策（2）
振り返り

●平成23年度 キャリア開発（2）の内容

　平成21年度、３年次後期に選択科目「キャリアデザイン（２）」を導入。

22年度には、就活の時期までに修了できるよう、その開講期間を６～1月

期に変更しました。23年度には、この科目を３年次必修の「キャリア開発

（２）」へとブラッシュアップ※2。2年次開講の「キャリア開発（１）」と比べ、

就職活動をより意識した内容となっています。

キャリア形成のための知識と技能を身につけて、就職活動へとスムースに移行できるよ
う、キャリア支援センター主催の行事への参加なども推めています。キャリア支援セン
ターの役割やインターンシップの紹介、業界・企業研究、履歴書やエントリーシートの書
き方、面接など就活に直結する内容も含まれます。

キャリア開発（１） 3
年次生
６～1月期

キャリア開発（２）

第 1 回
第 2 回
第 3 回
第 4 回
第 5 回
第 6 回
第 7 回
第 8 回
第 9 回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

キャリアデザインって何だろう？
自分について考えよう
あなたの強みは？
社会で活きる
社会が求める人材って？
コミュニケーションは社会のベース
業界について考える
業界調査発表と職種・資格について考える
職種調査発表と研究室紹介
社会と学問の関係は？
「学び」の意味を考えよう
私のキャリアデザインマップ
プレゼンテーション準備
1分間スピーチ
振り返り

第 1 回
第 2 回
第 3 回
第 4 回
第 5 回
第 6 回
第 7 回
第 8 回
第 9 回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

●平成22年度 キャリア開発（1）の内容

非常に薦めたい 41.8%

やや薦めたい 44.3%

どちらとも言えない 10.1%

あまり薦めたくない 3.8%

グループに分かれてディスカッションを行い、
コミュニケーション力も鍛えます

キャリアカウンセラーがきめ細かい指導を行います

未内定者の就職活動を支援するため、
12月に入っても企業説明会を実施

気軽に相談しやすいよう、オープン式のローカウンターで学生に対応します

Q.この講義の履修を未受講者や
　  後輩達に薦めたいですか？

キャリアデザイン（１）講義終了後のアンケート結果（平成21年度）
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（旧  武蔵工業大学）

　本学生支援推進プログラムは平成23年度をもって終了しますが、東京都市大学では、この3年間の取り組みを通じて新たに獲得したキャリ

アサポートのノウハウや、教職員が学生に寄り添い、一丸となって実行する就職支援のスタイルに磨きをかけてまいります。インターンシップの

受け入れ企業を増やす努力を継続するだけでなく、現在の単位認定の仕組みである２週間２単位制を、１週間１単位とするなど、受け入れ企業

にとっても、参加する学生にとっても実効性の高い方法を模索していく予定です。また、国内企業だけでなく海外でのインターンシップの実現に

も尽力し、グローバルに活躍できる人材育成のため一層の力を注ぎます。長年培ってきた「就職に強い」という高評価をさらに盤石なものとす

るために…。

国内で、そして海外へも！ さらに「就職に強い都市大」を目指して

プログラムを終えて

　平成23年春に発表（リクルートワークス研究所調査）された統計によると平成21年度に1.62倍だった全国の大卒求人倍率は、翌22年度に

1.28倍、23年度は1.23倍と年を追うごとに下降線を辿っています。これに対して東京都市大学への求人数は、平成24年２月末時点で学生

一人あたりに50.03社と、多くの企業から嘱望されていることが分かります。

　また内定率については、厳しい就職環境と呼ばれる中で、文部科学省・厚生労働省による就職内定状況調査（平成24年2月1日現在）の全

国値に比べて、東京都市大学は3.3ポイントの高率を堅持しています。平成21年度の3月末内定率は、学部96.9%・大学院96.3％、22年度

は、学部95.0％・大学院98.6％となり、就職に強いとの評価を確かなものとしています。

「少人数専門教育と『攻めのインターンシップ』による就職支援」で
厳しい就職環境下、全国平均を上回る内定率を堅持！

内定率について

本学と全国平均との内定率の比較
（平成24年2月1日現在）

大学院全体 89.2％
学部全体 83.8％
全国平均※ 80.5％
※ 文部科学省・厚生労働省共同調査 平成24年2月1日発表

内定率の推移（各年度 2月1日現在での比較）
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80.0％

85
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90

文部科学省 平成21年度～平成23年度
 「大学教育・学生支援推進事業」（学生支援推進プログラム）成果報告書

少人数専門教育と
「攻めのインターンシップ」
による就職支援の取り組み

89.6％

（旧　武蔵工業大学） 世田谷キャンパス（大学院工学研究科／工学部／知識工学部）
〒１５８-８５５７ 東京都世田谷区玉堤１-２８-１　TEL.03-5707-0104（代）

横浜キャンパス（大学院環境情報学研究科／環境情報学部）
〒２２４-８５５１ 神奈川県横浜市都筑区牛久保西３-３-１　TEL.045-910-0104（代）

等々力キャンパス（都市生活学部／人間科学部）
〒１５８-８５８６ 東京都世田谷区等々力８-９-１８　TEL.03-5760-0104（代）

［お問い合せ］ 東京都市大学 世田谷キャンパス キャリア支援センター　 〒１５８-８５５７ 東京都世田谷区玉堤１-２８-１  TEL.03-5707-0104（代）

東京都市大学http://www.tcu.ac.jp
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